
ハ
支
援
で
模
索

イラク戦争１年

い
る
。
倉
敷
芸
術
科
学
大
の

足
立
邦
夫
教
授
（
国
際
関

係
論
）
は
、
イ
ラ
ク
の
国
内

情
勢
に
つ
い
て
「
宗
教
や

民
族
対
立
に
加
え
、
米
軍

へ
の
反
発
も
あ
り
非
常
に

複
雑
。
旧
フ
セ
イ
ン
政
権

の
残
党
も
予
想
以
上
に
力

る力i
　°残
っ
て
い
る
」
と
指
摘
す

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
現
在
、
バ
ス

ラ
近
郊
の
デ
イ
ナ
村
の
部
族

長
に
ヨ
ル
ダ
ン
経
由
で
電

子
メ
ー
ル
を
送
り
、
来
日
す

る
よ
う
交
渉
中
。
巡
回
診
療
、

給
水
、
小
規
模
な
雇
用
対
策

な
ど
の
支
援
を
計
画
し
て

お
り
、
菅
波
茂
代
表
は
「
い

い
感
触
は
得
て
い
る
。
職

員
の
安
全
確
保
の
た
め
に

は
部
族
と
の
連
携
が
欠
か

せ
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
の
慣

習
に
の
っ
と
っ
て
、
部
族

長
を
客
人
と
し
て
招
き
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
支
援
内
容
を
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
。
イ

ス
ラ
ム
社
会
の
敵
で
は
な

い
こ
と
を
示
さ
な
け
れ
ば
」

と
話
す
。
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部
族
長
招
き
交
渉
計
画

ッ
ド
と
カ
ル
バ
ラ
で
の
同

時
テ
ロ
（
約
百
八
十
人
死
亡
）

や
ホ
テ
ル
を
狙
っ
た
自
爆

テ
ロ
（
七
人
死
亡
）
が
発
生
。

テ
ロ
の
対
象
も
、
当
初
の
米

軍
か
ら
民
間
人
へ
と
変
化

し
、
一
段
と
危
険
が
増
し
て

　
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
か
ら
二
十
日
で
一
年
。
国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
（
本
部
・
岡
山
市
）
は
、
復
興
支
援
に
向
け
た
活
動
を
本
格
化
さ
せ
よ
う
と

準
備
を
進
め
る
。
し
か
し
治
安
悪
化
な
ど
で
イ
ラ
ク
に
入
れ
な
い
状
態
が
続
い

て
お
り
、
打
開
策
と
し
て
現
地
の
部
族
長
を
日
本
に
招
き
、
メ
ン
バ
ー
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
交
渉
す
る
計
画
だ
。
（
１
面
に
関
連
記
事
）

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
戦
闘
終
結
後

の
昨
年
五
月
末
か
ら
、
職

員
と
看
護
師
の
二
人
を
約

二
週
間
派
遣
。
復
興
支
援
に

備
え
、
南
部
の
中
心
都
市

バ
ス
ラ
近
郊
で
両
院
や
浄

水
設
備
な
ど
現
地
情
報
を
収

集
し
た
。

　
し
か
し
、
安
全
確
保
に

は
現
地
の
部
族
の
協
力
が

欠
か
せ
な
い
こ
と
が
判
明
。

支
援
活
動
が
実
現
し
て
い
な

五
月
に
入
っ
て
も
バ

戦
闘
終
結
後
に
イ
ラ
ク
の
総
合

病
院
を
視
察
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職

長
日
昨
年
６
月
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
提

恭
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